
話題６１ 「大学する」ことの大切さ～最近の報道に思う～

最近目にした印象的な用語である。「大学する」とあった。生きることの意味を問う、

根本的なことを学ぶ姿勢と思われる。

大学紛争のはなばなしい頃の大学生活を経験した。入学と時を同じくして、１０か月も

のストライキ。講義は全くなく、討論集会のみ。政治・経済・哲学・宗教等々、医学とは

無縁の大学生活であった。残念ながら、振り返ってみると、「大学」をしてはいなかった。

時流に流されていた。

昨今、連日のごとく、残虐な報道が続く。あどけない少女の虐待死があった。引き出し

に閉じ込められた純真な丸坊主の窒息死があった。新幹線内での、無意味な惨殺があった。

大切な、貴重な、未来のある「命」が断たれた。「大学する」ことだけではなく、「学す

る」ことさえも、教育の世界から失われた結果なのであろうか。

将棋の世界では、若手が名人に挑む。１０手、２０手も先を読んで現実に対処する。飽

くなき「欲望」を刺激し続ける経済最優先の現実の世界とはかけ離れた世界である。眼前

に「交付金」なるニンジンをぶら下げて、人の欲望を揺さぶり、誘導する政治の世界とは

無縁である。先を読むことはむつかしい。あるべき未来を、理想に描く社会を求めての。

潜伏キリシタンの世界文化遺産への登録の報道があった。「真理」とは。生きる意味を

問い続けた２００余年の歴史が過去にあった。命をかけるに値する何かがあった。欲望の

渦巻く現代世界の空気からは、理解し難い。

「欲望」は、物質的には豊かな世界を作り出した。その恩恵に浴することのない難民の

ボートからの転落と溺死の報道には、胸が締め付けられる。卓上からこぼれ落ちたパンの

切れ端を分け与えるのではなく、腹八分、互いに分け合って、支えあって生きる社会が求

められる。

「欲」が人類を滅ぼすであろうことは、何千年もの昔に先人が教えたことではある。残

念ながら、先人の教えを「大学する」時と場が見えない。

評価は、先の先、１００年、２００年後になる。目の前のニンジンに食いついていいの

であろうか。埋め立てられた自然は、よみがえることはない。こんなにも、きれいな珊瑚

礁の海を戦争の道具に置き換えていいのであろうか。どなたか、教えてください。その意

味を。
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